
全
体

目
標

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
1】

県
民

が
定

期
的

に
が

ん
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る【
目

標
】
あ

る
べ

き
姿

：
県

民
全

員
が

が
ん

の
予

防
、

検
診

、
治

療
に

関
す

る
一

般
知

識
を

も
ち

、
が

ん
に

な
っ

た
時

に
適

切
な

判
断

、
行

動
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

中
期

目
標

（
２

年
）
平

成
２

４
年

度
ま

で
に

メ
デ

ィ
ア

、
教

育
機

関
、

各
自

治
体

、
企

業
を

通
じ

て
、

一
般

市
民

が
が

ん
に

つ
い

て
の

正
し

い
情

報
を

得
ら

れ
る

よ
う

な
環

境
整

備
が

整
っ

て
い

る
指

標
測

定
方

法

最
終

目
標

（
7年

後
）：

一
般

市
民

が
が

ん
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
を

持
ち

、
が

ん
に

な
っ

た
と

き
に

適
切

な
判

断
、

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

指
標

（
中

期
目

標
と

同
じ

）
測

定
方

法

部
会

が
担

当
す

る
分

野
の

課
題

と
目

標

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
カ

ム
目

標

5
【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
3】

学
校

教
育

へ
が

ん
に

関
す

る
教

育
の

導
入

、
校

内
で

の
自

主
的

が
ん

講
演

会
の

開
催

（
学

生
向

け
、
O
TA

向
け

で
の

定
期

開
催

）

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
4

】

各
市

町
村

主
催

の
市

民
公

開
講

座
の

開
催

に
よ

り
が

ん
検

診
率

が
向

上
す

る

①
離

島
圏

を
含

む
中

PT
A
12
00

名
/2

①
私

立
高

校
で

平
成
25

年
3月

ま
で

に
私

立
高

校
教

員
77

人
に

対
し

て
指

導
を

公
私

立
高

校
の

保
健

体
育

へ
の

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
5】

職
場

検
診

受
診

率
の

向
上

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
2】

学
生

の
が

ん
に

関
す

る
知

識
・
関

心
が

向
上

す
る

が
ん

に
よ

り
死

亡
す

る
人

の
減

少
が

ん
の

年
齢

調
整

死
亡

率
（
75

歳
未

満
、

人
口
10

万
人

当
た

り
）
を

平
成
29

年
度

ま
で

に
20

％
減

少
さ

せ
る

。
す

べ
て

の
が

ん
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

苦
痛

の
軽

減
並

び
に

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上

指
標

・
講

演
会

参
加

者
数

・
コ

ン
テ

ス
ト

応
募

率
・
が

ん
知

識
理

解
度

ア
ン

ケ
ー

ト
・
市

町
村

別
検

診
受

診
率

・
講

演
会

満
足

度
調

査

活
動

計
画

概
要

普
及

啓
発

部
会

平
成

24
年

3月
2日

資
料

13
-1

標

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
1

で
導

き
出

さ
れ

た
対

策
項

目

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

施
策

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

ス テ ッ プ 4

【
対

策
項

目
３

一
般

市
民

に
対

し
て

の
正

し
い

情
報

の
提

供
を

行
な

う

【
施

策
1】

マ
ス

コ
ミ

を
対

象
と

し
た

メ
デ

ィ
ア

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る

報
道

回
数

新
聞
4社

：
32

回
/2

年
テ

レ
ビ

局
4社

：
32

回
/2

年
ラ

ジ
オ

局
４

社
：

32
回
/2

年

【
施

策
10

】

種
々

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

に
タ

レ
ン

ト
起

用
し

た
が

ん
に

関
す

る
市

民
公

開
講

座
を

開
催

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
う

【
対

策
項

目
１

】

県
内

メ
デ

ィ
ア

へ
通

じ
て

の
正

し
い

が
ん

情
報

の
提

供

【
施

策
2】

正
し

い
情

報
提

供
た

め
の

連
載

記
事

の
依

頼

例
①

：
検

診
体

験
記

事

例
②

：
市

町
村

別
の

検
診

率
の

比
較

等
の

客
観

的
な

デ
ー

タ
記

事

セ
ミ

ナ
ー

を
平

成
25

年
3

月
ま

で
に
2

回
実

施
す

る
（
目

標
参

加
者

数
20

人
）

【
施

策
8】

一
般

向
け

講
演

会
の

講
師

リ
ス

ト
を

公
開

す
る

【
施

策
9】

専
門

的
な

病
院

に
お

け
る

が
ん

種
毎

の
担

当
医

を
公

開
す

る

参
加

者
：
平

成
25

年
3月

ま
で

に
10
00

名

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
標

準
治

療
等

の
基

本
的

な
語

彙
を

知
っ

て
い

る
か

の
調

査
）

①
平

成
24

年
5

月
ま

で
に

専
門

的
お

よ
び

標
準

的
医

療
機

関
（２

５
施

設
）へ

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

更
新

の
依

頼
を

か
け

る
。

②
平

成
24

年
9

月
が

ん
種

毎
の

担
当

医
の

公
開

（
市

町
村

担
当

者
へ

の
手

紙
・

各
病

院
・
協

議
会

の
Ｈ

Ｐ
）

【
施

策
3】

中
高

生
に

対
す

る
が

ん
啓

発
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
テ

ス
ト

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

高
生

を
対

象
と

し
た

が
ん

啓
発

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

テ
ス

ト
の

実
施

②
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（基
本

的
な

語
彙

を
知

っ
て

い
る

か
の

調
査

）
10
0名

（
中

学
生

50
人
/高

校
生
50

人
）

（
離

島
県

を
含

め
た

全
て

の
中

・高
等

学
校

へ
依

頼
す

る
22
6

校
/中

学
校
16
1校

・
高

校
65

校
）

【
施

策
4】

高
校
PT
A
向

け
講

演
会

の
開

催
と

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

PT
A
12
00

名
/2

年
間

が
講

演
会

に
参

加
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
標

準
治

療
等

の
基

本
的

な
語

彙
を

知
っ

て
い

る
か

の
調

査
）
を

行
う

（
1年

間
で

私
立

高
校
4校

に
て

講
演

）

【
施

策
5】

高
校

生
向

け
講

演
会

の
開

催
と

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

①
私

立
高

校
で

の
講

演
会

開
催

1万
人
/2

年
間

②
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
標

準
治

療
等

の
基

本
的

な
語

彙
を

知
っ

て
い

る
か

の
調

査
）
を

行
う

（
1年

間
で

私
立

高
校
4校

に
て

講
演

）

平
成
25

年
3月

ま
で

に
私

立
高

校
４

校
及

び
ｌ公

立
69

校
に

対
し

て
の

が
ん

に
つ

て
い

の
教

育
指

導
の

た
め

の
研

修
会

を
開

催

【
施

策
6】

平
成
24

年
9月

30
日

ま
で

に
50

分
授

業
で

活
用

可
能

な
教

材
の

作
成

（パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
で

作
成

）

人
に

対
し

て
指

導
を

行
い

、
1万

人
/2

年

間
の

学
生

へ
教

育
す

る

【
施

策
7】

公
私

立
高

校
の

保
健

体
育

へ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

へ
が

ん
に

つ
い

て
の

教
育

を
導

入
す

る

教
育

委
員

会
及

び
教

育
長

宛
に

要
望

書
提

出
す

る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

へ
が

ん
に

つ
い

て
の

教
育

を
導

入
す

る

離
島

も
含

め
た

公
私

立
高

校

【
施

策
11

】

一
般

企
業

６
社

（幹
部

職
）
の

方
対

象
の

講
演

会
の

開
催

平
成
25

年
3月

ま
で

に
が

ん
検

診
を

義
務

化
し

た
モ

デ
ル

企
業

1社
作

成

【
対

策
項

目
２

】
学

校
教

育
機

関
ま

た
は
PT
A
を

媒
体

と
し

た
が

ん
啓

発
活

動

【
対

策
項

目
4】

職
場

の
理

解
：
企

業
で

の
検

診
の

義
務

化
強

化

①
平

成
24

年
5

月
ま

で
に

専
門

的
お

よ
び

標
準

的
医

療
機

関
（２

５
施

設
）へ

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

更
新

の
依

頼
を

か
け

る
。

②
平

成
24

年
9

月
リ

ス
ト

の
公

開
（
市

町
村

担
当

者
へ

の
手

紙
・
各

病
院

・
協

議
会

の
Ｈ

Ｐ
更

新
）



＜普及啓発部会：平成24年度経費内訳（案）〉

１．メディアに対するがん情報セミナーの開催

項　目 単価 人数 年/回数 支出予定金額 備考

講師謝金 15,000 4 2 120000 県内講師予定

講師交通費（県内） 2000 4 2 16,000

会場借り上費 13,000 2 26,000
沖縄県医師会
場所：（ホール）、空調、備品代費
用含む

　　計 162,000

２．一般市民への正しいがん情報の提供（ラジオでの普及啓発活動）

項　目 単価 人数／個 支出予定金額

講師謝金 15,000 3 45,000

交通費 2,000 6 12,000

商品代 1,260 10 12,600

商品発送費 3,000

　　計 72,600

項　目 単価 数 支出予定金額

受賞記念品費 10,000 3 30,000

ポスター印刷代 50,000 3 150,000 ポスター１００部×3種

アンケート集計費 100 100,000

　　計 280,000

備考

2011年参加者（沖縄県、がん専門医、MSW）3
名

事務方打ち合わせ３回分（＠2000×3）も含む

受賞数複数有

３．中高校生を対象とした啓発ポスターコンテストの企画と実施

備考

2011年度商品「患者必携」がんになったら手
にとるガイド

委託事業

資料13‐2

,

項　目 時間 回数 単価 支出予定金額 備考

講師謝金 1 10 15,000 150,000 私立校４校+公立６校目標

　　計 150,000

項　目 単価 回数 支出予定金額

講師謝金
（研修会講師費）

15,000 2 30,000

交通費 2,000 2 4,000

　　計 34,000

※教材は部会委員にて作成とする

項　目 送付施設数 枚数 支出予定金額

送付代 34 180 6,120

　　計 6,120

備考

７．一般向け講演会の人材バンク（講演会リスト）を病院別、がん種別に作成し、協議会ホームページに掲載する

備考

返信用封筒切手代含む
（がん診療を行なっている医療機関）

会場代は保健体育養護教員向け研修会より
提供のため無料

４．５．沖縄県教育庁保健体育課にご協力いただき、普及啓発部会委員が学生及び保護者、教員を含めた学校関係者
向けの講演会を行う。

６．がん教育指導者の為の研修会及びがん啓発活動のための教材を作成する



項　目 単価 人数/枚数 支出予定金額

交通費 2,000 6 12,000

送付代 500 6 3,000

　　計 3,000

合　計 707,720
*日　 当・・・1日当たり2,200円（国立大学法人琉球大学旅費支給規定参考）

*宿泊料・・・1夜当たり10,400円（国立大学法人琉球大学旅費支給規定参考）
*謝金(学外者)・・・1時間　15,000円（国立大学法人琉球大学諸謝金支給基準単価表参考）

９．企業への検診受診率のアンケート調査

備考

８．各拠点病院にてがん種毎の担当医一覧を作成し、ホームページに掲載する　　（毎年6月に更新する）



＜普及啓発部会：平成24年度経費内訳（案）〉

１． 琉球大学附属病院支出予定額（地域拠点病院） 合　計 520,720

１．メディアに対するがん情報セミナーの開催

項　目 単価 人数 年/回数 支出予定金額 備考

講師謝金 15,000 4 2 120000 県内講師予定

講師交通費（県内） 2000 4 2 16,000

会場借り上費 13,000 2 26,000
沖縄県医師会
場所：（ホール）、空調、備品代費用含
む

　　計 162,000

２．一般市民への正しいがん情報の提供（ラジオでの普及啓発活動）

項　目 単価 人数／個 支出予定金額

講師謝金 15,000 3 45,000

交通費 2,000 6 12,000

商品代 1,260 10 12,600

商品発送費 3,000

　　計 72,600

項　目 単価 数 支出予定金額

受賞記念品費 10,000 3 30,000

ポスター印刷代 50,000 3 150,000 ポスター１００部×3種

アンケート集計費 100 100,000

　　計 280,000

送付施設数 枚数

７．一般向け講演会の人材バンク（講演会リスト）を病院別、がん種別に作成し、協議会ホームページに掲載する

備考

備考

受賞数複数有

委託事業

備考

2011年参加者（沖縄県、がん専門医、MSW）3名

事務方打ち合わせ３回分（＠2000×3）も含む

2011年度商品「患者必携」がんになったら手にと
るガイド

３．中高校生を対象とした啓発ポスターコンテストの企画と実施

資料13‐3

項　目 送付施設数 枚数 支出予定金額

送付代 34 180 6,120

　　計 6,120

２．那覇市立病院支出予定額(地域拠点病院） 合　計 184,000

項　目 時間 回数 単価 支出予定金額 備考

講師謝金 1 10 15,000 150,000 私立校４校+公立６校目標

　　計 150,000

項　目 単価 回数 支出予定金額

講師謝金
（研修会講師費）

15,000 2 30,000

交通費 2,000 2 4,000

　　計 34,000

※教材は部会委員にて作成とする

備考

返信用封筒切手代含む
（がん診療を行なっている医療機関）

８．各拠点病院にてがん種毎の担当医一覧を作成し、ホームページに掲載する　　（毎年6月に更新する）

備考

６．がん教育指導者の為の研修会及びがん啓発活動のための教材を作成する

４．５．沖縄県教育庁保健体育課にご協力いただき、普及啓発部会委員が学生及び保護者、教員を含めた学校関係者向

会場代は保健体育養護教員向け研修会より提供
のため無料



３．県立中部病院支出予定額(地域拠点病院） 合　計 3,000

項　目 単価 人数/枚数 支出予定金額

交通費 2,000 6 12,000

送付代 500 6 3,000

　　計 3,000

４．北部地区医師会病院支出予定額(支援病院） 合　計 0

５．県立宮古病院(支援病院） 合　計 0

６．県立八重山病院(支援病院） 合　計 0

総　額 707,720

*日　 当・・・1日当たり2,200円（国立大学法人琉球大学旅費支給規定参考）
*宿泊料・・・1夜当たり10,400円（国立大学法人琉球大学旅費支給規定参考）
*謝金(学外者)・・・1時間　15,000円（国立大学法人琉球大学諸謝金支給基準単価表参考）

９．企業への検診受診率のアンケート調査

備考


